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＜１年生学年種目＞
学年種目「むかでリレー」

競技名のとおりの運動会定番のむかで競走です。ク

ラスの男子で３組、女子で３組の合計６組のむかでを

つくり、リレー形式で競走をします。バトン代わりに

首にかけたクラス手作りのボードを使用します。予行

練習の時は練習が不十分で走れる組がほとんどありま

せんでした。本番ではきっとやってくれるはずです。

伝統種目

５人１組で竹を持ち、並べられたコーンで回転しな

がら進んでいき、４つ目のコーンで１周半して引き返

してきます。そして、自分のクラスまで戻ってきたら、

真ん中を持っていた３人が手を離し、両端の２人は持

っている竹を跳び上がったクラス全員の足元をくぐら

せます。その後、竹を全員の頭上を通しながら戻り、

次の５人にバトンタッチするリレー競技です。

＜２年生学年種目＞
学年種目「湯梨浜の乱～生き残るのはどの将軍だ！？～」

騎馬戦ではありますが、相手の騎馬を倒すのは力で

はありません。なんと水鉄砲なのです。まずは走って

強力な水鉄砲を取り合い、取った水鉄砲を持って騎馬

をつくります。騎馬の上に乗った騎手のヘルメットに

は金魚すくいのポイ（金魚をすくう紙でできたやつ）

がついています。相手のポイの紙の部分に水鉄砲で穴

を空けられれば１点です。ビブスをつけた将軍のポイ

に穴を空けると何と５点が入ります。どの騎馬をねら

うのか、戦い方で勝敗が決まりそうな競技です。

伝統種目「綱リンピックin湯梨浜」

２年生の伝統種目は綱引きです。各クラス２０名ず

つの綱引きで、試合時間は１分です。４チームで１回

戦２試合を行い、負けたクラスどおしで３位決定戦、

勝ったクラスどおしで決勝戦を行い

ます。特に細かいルールはありませ 運動会種目の説明はホームページで

んので、まさに力と力の対決になり もご確認ください。

ます。 （裏面に続く） https://www.torikyo.ed.jp/yurihama-j/



＜３年生学年種目＞
学年種目「タイヤのＡ（エース）-Get many tires! Never get tired!-」

この競技はタイヤ取りです。グラウンド中心におか

れた大量のタイヤを、グラウンドの４ヶ所に陣取った

４クラスで取り合います。前半は女子、後半は男子が

タイヤを取り合い、最終的に自分の陣地内にあったタ

イヤの数がその試合のクラスの得点となります。対戦

する４クラスを入れ替えながら５試合を行い（各クラ

ス４試合）、その合計得点で順位を競います。

伝統種目「Many Legged Race 2024'」

３年生の伝統種目「Many Legged Race 2024'」は多人
多脚リレーになります。２人３脚（女子）から始まり、

２人３脚（男子）、３人４脚（女子）、５人６脚（男子）、

６人７脚（女子）、６人７脚（男子）、１０人１１脚（男

女各５人）と少しずつ人数を増やしながらリレーをし

ていく競技です。特に、人数が増えれば増えるほど、

練習の成果が現れる競技ではないかと思います。

＜全学年共通の種目＞
生徒会種目「少年ジャンプ＋」

昨年から始まった生徒会種目「少年ジャンプ＋」は

大縄跳びです。各クラス前半・後半の２チーム（１チ

ーム２０名で必ず全員がいずれかのチームに入る）編

成で、それぞれのチームが１分間でとんだ総回数をク

ラスで合計して競い合います。場所の関係で最初は１

年生が跳び、その後、２年生、３年生と順番に跳んで

いきます。学年をまたいでの下克上は起こるのか！

学級対抗リレー

種目の説明は不要だと思いますが、湯梨浜中特別ル

ールもあります。バトンをテーク・オーバーゾーン内

で受け渡せなかったクラスについては、失格等による

リレー順位の変更はなく、総合順位決定のための得点

から２点減点をする予定です。何回もテーク・オーバ

ーゾーンを超えたのに１位なんてことが起こるかもし

れません。でも、得点はしっかりと減点されています。

運動会に際しての保護者の皆様へのお願い
① 運動会当日は、熱中症対策として休憩を何回かとる予定です。体調をくずした生徒のために、
大量の氷をつくり、冷房のきいた部屋も準備しています。ただ、最も大切なのは規則正しい生活
と十分な水分補給です。当日は大量の水分を持たせてやってください。帽子も推奨しています。

② 昨年度の運動会後に、近くの飲食店で打ち上げを行いお店の方に迷惑をかけたり、その様子を
ＳＮＳにアップしてトラブルになったりした生徒たちがいました。中学校では生徒のみでの飲食
店への出入りは禁止しています。大きな問題が起きて、子どもたちや保護者のみなさんが、あと
になって後悔しないためにも、飲食店への出入りは保護者同伴でお願いします。


